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去る7月28日の遠中での少年ソフトボール大会

人のうこき（繕繰言基）

人　　口　10．170人　（＋15）

男　　　　4．834　　（ト7）

女　　　　5，336　　（「8）

債語数　　2．799戸　（土0）

（）内　は前月　比

8月のこよみ
ハ
　
‖
　
広
高
原
螺
漣
念
日

各
　
日
　
立
秋
、
只
の
‖

九
　
日
∴
長
崎
原
爆
記
念
日

－
7
“
日
　
経
職
紀
念
〓

八
月
十
五
日

全
国
戦
没
者
追
悼
式

－
正
午
に
黙
と
う
を
－

黙
と
う
時
間
を
周
知
さ
せ
る
た
め
役

場
の
サ
イ
レ
／
を
な
ら
し
ま
す
。



（2）第100号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」

西東松広旧都遠目老木浅虫岩上今別尾鬼岩島
ノ　　　　　　賀　　　　　　生　薬「酬古

田町本渡停町川虫専木津台府賀府的言離松浦

自転車は、あの角、この角、手前でストップ

八
～
九
月
は
日
本
脳
炎
、

赤
痢
等
の
伝
染
病
の
多
発

時
期
で
す
。
次
の
こ
と
に

十
分
配
癒
し
ま
し
ょ
う
。

住
居
等
の
大
掃
除
を
徹
底
し
よ

ヽ
つ
o

特
に
下
水
溝
汚
水
沼
、
水
槽
、
便

所
、
畜
舎
等
の
清
掃
、
消
謹
、
ヤ
プ

の
草
刈
を
行
な
い
蚊
、
ハ
エ
の
棲
息

源
を
な
く
そ
う
。

2
　
ハ
エ
で
不
衛
生
に
な
っ
た
り
、
蚊

に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ょ
う
。

3
　
食
生
活
に
注
意
し
よ
う
。

生
も
の
、
食
べ
す
ぎ
、
食
前
に
手

を
洗
う
こ
と
等
。

4
　
睡
眠
と
休
護
を
十
分
に
と
り
、
規

則
正
し
い
生
活
を
し
よ
う
。

夏
の
健
康
を
守
る
月
間
運

動
に
つ
い
て

期
間
　
8
月
1
日
～
8
月
0
0
日
ま
で

次
の
こ
と
に
よ
く
注
意
し
て
夏
の
健

康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

た
べ
も
の
の
衛
生

食
品
は
清
潔
で
新
鮮
な
も
の
を
、
衛

生
的
な
店
で
買
い
、
で
き
る
だ
け
加
熱

し
生
水
、
生
も
の
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
低
温
で
保
存
し
、
調
理
さ

れ
た
食
品
は
で
き
ろ
だ
け
早
く
だ
べ
ま

し
ょ
う
。台

所
の
衛
生

常
に
清
潔
、
整
頓
に
注
意
し
、
た
べ

た
も
の
の
く
ず
な
ど
を
よ
く
か
た
づ
け

ま
し
ょ
う
。

食
襟
や
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
の
調

理
用
典
は
洗
剤
で
よ
く
洗
浄
し
、
熱
湯

や
日
光
な
ど
で
消
誌
、
乾
燥
し
て
、
衛

生
的
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ね
ず
み
、
は
え
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の

衛
生
害
虫
を
駆
除
し
食
品
が
汚
染
さ
れ

な
い
よ
う
注
志
し
ま
し
ょ
う
。

圃
理
す
る
人
た
ち
の
衛
生

食
品
の
管
理
や
、
食
品
の
取
扱
い
を

始
め
ろ
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

用
便
後
や
食
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ

ー
つ
○

手
指
に
う
み
さ
す
の
あ
る
人
や
健
蟻

に
す
く
れ
な
い
人
は
食
品
の
調
理
や
取

り
扱
い
を
止
め
、
医
師
の
健
康
診
断
や

手
当
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

た
べ
す
ぎ
、
の
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

生
活
を
規
則
正
し
く
、
睡
眠
と
休

謎
、
そ
し
て
栄
義
を
十
分
に
と
り
、
体

力
の
無
駄
な
消
耗
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。

－
⑲
I
H
ー
h
O

保
健
衛
生
推
進
員
の

お

知

ら

せ

町
内
各
区
に
次
の
と
お
り
保
健
衛
生

推
進
員
が
敬
重
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

毎
月
第
3
日
曜
日
は
　
家
　
庭
　
の
　
日

華
せ
な
家
庭
の
口
は

愛
の
手
で
築
き
ま
し
ょ
う
ー

江
頭
　
和
良

舛
添
　
　
思

案
　
　
忠
敬

増
田
　
静
夫

木
下
　
忠
士

集
団
葬
一
郎

解
団
　
幸
男

杉
塚
　
己
敏

吉

野

一

致

庇
村
　
　
進

嶋
田
　
信
諸

原
出
納
二
郎

井
口
　
秀
閏

鈴
木
　
理
一

枝
沢
∴
憩
吉

遜
広
　
　
勝

柴
田
　
春
男

蒲
原
　
　
勉

石
田
　
　
残

1
　
家
庭
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い

郵項。

用
∴
家
慶
を
照
れ
て
い
る
家
族
の
方
に

保
健
衛
生
推
進
員
の
任
務
は
各
区
の

区
長
郭
務
の
う
ち
保
健
衛
生
謡
務
（
地

区
内
清
掃
、
保
健
予
防
、
生
活
環
規
等
∴
㈹

）
を
尊
門
に
担
当
し
区
民
の
保
健
衛
生

思
想
の
啓
発
、
身
重
な
相
談
指
導
に
当

る。

便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

働
き
に
出
た
り
、
勉
強
の
た
め
遠

く
に
い
る
お
父
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち

に
、
寄
せ
書
き
や
写
英
を
送
っ
た
り

声
の
便
り
（
テ
ー
プ
）
や
心
の
こ
も

っ
た
品
物
を
送
っ
た
り
し
て
、
よ
ろ

こ
び
を
わ
か
ら
あ
う
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
仕
事
は
、
み
ん
な
で
分
け

あ
い
ま
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
手
が
ま
わ
ら
な
い
家
の
内

外
の
消
揃
や
農
機
奥
の
手
入
、
食
雄

の
準
揃
や
あ
と
し
ま
つ
な
ど
手
分
け

し
て
や
り
、
お
互
の
心
の
結
び
つ
き

を
強
め
ま
し
ょ
う
。

野
外
に
で
か
け
自
然
に
親
し
み
ま

し
ょ
う
。

家
族
そ
ろ
っ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
や
海

水
浴
な
ど
に
揃
っ
て
出
か
け
、
み
ん

な
で
楽
し
み
、
あ
す
え
の
活
力
を
遼

い
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
花
だ
ん
を
作
り
ま
し
ょ

－つo

花
づ
く
り
、
挺
つ
く
り
や
手
人
を

し
て
、
選
か
な
感
情
を
や
し
な
い
ま

し
ょ
う
。

㈲
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

朗
の
体
操
や
ピ
ン
ポ
ン
、
パ
ト
ミ

ン
ト
ン
、
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
、
み
ん
な
の
健
嫌
を

増
進
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
　
ゲ
ー
ム
や
ソ
ン
グ
で
楽
し
み
ま
し

ょ
、
つ
o

家
庭
で
手
軽
に
で
き
る
ゲ
ー
ム
や

親
子
合
唱
な
ど
し
て
家
庭
の
槻
和
を

は
か
り
ま
し
ょ
う
。

㈲
　
み
ん
な
で
家
殿
の
役
目
や
働
き
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

勉
強
の
時
間
、
テ
レ
ビ
を
み
る
暗

闘
、
お
手
伝
い
の
分
担
な
ど
み
ん
な

で
諾
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

㈹
∴
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
食
部
を
し

ま
し
ょ
う
。

た
と
え
粗
末
な
食
謡
で
も
、
母
が

手
づ
く
り
の
料
理
に
は
、
素
朴
は
愛

憎
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

感
謝
し
な
が
ら
な
す
や
か
な
食
邸
を

し
ま
し
ょ
う
。

㈲
　
よ
い
本
や
テ
レ
ビ
を
見
て
、
み
ん

な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
読
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
木

や
良
い
テ
レ
ビ
番
組
を
み
て
、
楽
し

く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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．第4回少年ソフトボール大会成繍表

正二二回（49・7・28） 

3 11 � 
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第2回小女バレーボール大全成績表
（49728）

（南大の的）「＿＿

i吏生活

規則正しい生活と親子の対話で非行防止

遠
賀
農
芸
高
校
山
下
博
子
先
生

ア
　
ジ
　
ア
大
会
に
出
場
／

女
子
走
幅
跳
日
本
記
録
保
持
者
の
山

下
博
子
さ
ん
は
、
本
年
四
月
か
ら
本
町

今
古
賀
に
在
住
し
、
遠
賀
農
芸
高
校
に

勤
務
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
般
東
京
国
立
競
技
場
で
行
な
わ
れ

た
、
第
5
8
回
日
本
選
手
権
で
は
、
6
米

1
0
の
記
録
で
優
勝
。
高
校
一
年
生
の
と

き
か
ら
通
観
し
て
8
年
連
続
日
本
選
手

権
韻
者
と
な
り
、
9
月
1
日
か
ら
1
6
日

ま
で
石
油
の
国
イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ

ン
で
開
催
さ
れ
る
、
第
1
回
ア
ジ
ア
大

会
に
日
本
代
表
選
手
と
し
て
え
ら
ば
れ

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
郷
土
の
米
洋
に
か
け
て
頑
破
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
山
下
先
生
は
、
中
学
時
代
に

5
米
卯
で
中
学
記
録
。
高
校
時
代
に
は

6
米
豹
で
高
校
記
録
。
4
7
年
に
は
6
米

4
1
で
日
本
新
説
録
。
名
実
と
も
に
日
本

一
の
大
選
手
で
す
。

こ
の
ほ
か
国
際
大
会
の
熊
験
も
豊
富

で
、
先
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
は
じ
め
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会

に
2
回
、
前
回
の
第
6
回
ア
ジ
ア
大
会

で
は
優
勝
。
現
在
も
国
内
外
の
各
大
会

で
大
活
躍
中
で
す
。

昭
和
4
9
年
度
少
年
・
少
女

競
技
大
会
の
成
績

去
る
1
月
2
8
日
へ
〓
）
闇
値
の
標
記

大
会
の
成
紙
は
次
の
と
お
り
で
す
。

前
田
南
の
た
め
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
の
憩
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

急
き
ょ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
変
更
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
悪
条
件
の
中
に
も
恐
い

少
年
・
少
女
の
熱
気
あ
ふ
れ
ろ
憎
熟
で

大
会
も
盛
会
に
終
り
ま
し
た
。

又
大
会
に
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
審

判
員
・
大
会
役
員
の
万
々
、
公
民
館
関

係
の
役
員
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

第
4
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

健
勝
　
広
波
・
準
優
勝
　
別
府

第
2
回
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
公

使
臓
　
血
生
津
・
準
優
勝
　
渡
米

愚
蕊
N
蕊
N
N
蕊
N
N
蕊
N
N
滋
N
滋
N
N
N
滋
N
減
決
蕊
蕊
滋

第
1
5
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会

各
競
技
会
場
決
ま
る

8
月
1
8
日
午
前
1
0
時
か
ら
岡
垣
町
・

岡
垣
中
学
校
で
第
1
5
回
大
会
が
開
催
さ

れ
Ⅱ
稲
日
が
争
わ
れ
ま
す
。

各
競
技
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
陸
上
競
技
（
岡
垣
中
学
）
㊥
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
（
岡
垣
中
体
育
館
）
⑪
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
　
（
岡
垣
中
学
グ
ラ
ン
ド
・

体
育
館
④
軟
式
庭
球
（
岡
塙
中
央
公
民

館
）
⑤
直
球
（
山
田
小
体
育
館
）
⑥
パ

ト
ミ
ン
ト
ン
（
戸
切
小
学
校
体
育
館
）

の
柔
道
（
富
木
小
謡
堂
）
③
剣
道
（
冨

水
中
講
堂
）
⑨
弓
道
（
中
央
公
民
館
仮

設
道
場
）
⑯
相
撲
（
岡
垣
中
瓶
挟
甥
）

心
軟
式
野
球
（
遠
賀
町
・
遠
賀
中
辛
校

グ
ラ
ン
ド
）

空
手
教
室
か
ら

お

知

ら

せ

み
な
ざ
ん
す
で
に
ご
承
知
の
通
り
現

代
す
ご
い
空
手
ブ
ー
ム
、
今
や
空
手
は

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

す
で
に
胴
卸
町
、
水
巻
町
で
は
た
く

さ
ん
の
チ
ビ
ッ
コ
が
大
人
た
ち
に
混
じ

っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
遠
賀
町
で
も
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
初
心
者
を
対
象
と
し
た
空
手

教
蜜
を
闘
髄
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

空
手
を
通
じ
て
身
心
の
鍛
練
、
あ
る

い
は
技
を
み
か
き
多
く
の
友
人
を
作
る

こ
と
が
目
的
で
す
の
で
多
数
の
参
加
を

期
待
し
ま
す
。

1
　
場
所
　
遠
蹟
町
公
民
館

2
　
日
時
　
8
月
1
8
日
（
日
）
か
ら

毎
週
木
曜
日
・
臼
峨
口
の
牛
後
6

時
か
ら
8
時
ま
で
。

詳
し
い
こ
と
は
⑪
一
八
〇
四
ま
で
電

話
で
お
固
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



第166号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」（4）

成人病・老人病模鯵実録のお知らせ

年令Iこは制限ありませんので全員受診して下さい。

出血　一璃混合3回惟舶後12ケ）川上経過した人に1山
接極します。

注応∴問診の都合上受付時間は飽窪田）こと

場日時　月

新　聞　LI

毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は庭家の日

月
の
税
金

町
　
県
　
民
　
税

第

二

期

分

八

月

二

十

六

日

統

一

一

期

分

八

月

三

十

一

日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

お
盆
の
役
場
業
務
の

休
み
に
つ
い
て

8
月
1
4
・
1
5
の
両
日
は
お
盆
の
た

め
、
役
場
の
業
務
を
休
み
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
声
籍
住
民
登
録
、
印
鑑
証

明
の
郵
務
に
つ
い
て
は
、
平
確
通
り
行

な
い
ま
す
。

公
民
館
休
館
の
お
知
ら
せ

8
月
1
3
日
・
1
4
日
・
1
5
日
の
三
日
間

は
盆
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力

の
程
お
願
い
し
ま
す
。

老
人
憩
の
家
の
盆
休
み
に
つ
い
て

八
月
十
二
日
～
十
五
日
は
お
盆
の
た

め
憩
の
家
は
休
み
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

m
　
第
八
回
福
岡
県
献
血
運
…

山
　
勘
推
進
大
会
開
催
さ
る
　
側

去
る
、
七
月
二
十
五
日
南
方
市
に
於

て
献
血
運
動
推
進
大
会
が
腔
大
に
閥
馳

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
次
の
万
（
団
体
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

○
無
知
部
感
謝
状

遠
賀
町
献
血
推
進
協
議
会

○
金
色
特
別
祉
只
事
（
献
血
同
数
三
十

回
以
上
三
十
回
未
満
の
方
に
日
赤
名

誉
副
総
裁
、
離
陸
官
妃
殿
下
よ
り
賜

る）

田
中
大
典
（
戦
∴
木
）

中
村
神
文
（
遠
賀
川
）

○
銀
色
特
別
社
員
草
（
献
血
回
数
、
1

回
以
上
二
十
回
未
満
の
万
に
賜
る
）

喜
田
舜
二
　
（
尾
　
崎
）

添
田
正
堂
（
老
　
良
）

心
配
こ
　
と

相
談
日
の
お
知
ら
せ

援
護
業
務
異
動

相
談
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
き
ま
す
の

で
交
通
部
故
、
家
陵
内
の
関
越
、
そ
の

他
照
頃
お
困
り
の
方
は
ど
ん
な
こ
と
で

も
鮨
榔
で
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

記

月
　
日
　
　
八
月
一
一
十
二
日
（
余
し

九
月
　
「
　
ロ
（
月
）

時
　
間
　
　
年
後
一
時
－
四
時

場
∴
所
。
∴
旧
公
民
館
広
間

州
　
乳
児
一
斉
検
診
の

実
施
に
つ
い
て
　
M

毎
月
第
2
月
曜
日
実
施
し
て
い
ま
す

乳
児
相
談
を
今
月
は
一
斉
検
診
に
変
更

し
下
記
の
日
時
に
実
施
し
ま
す
。

誰

一
、
日
時
　
9
月
9
日
（
第
2
月
間
［
）

一
「
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時
ま
で

三
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館

木
・
林
業

3
　
申
込
用
紙
綱
来
光

福
岡
県
大
坪
委
員
会
事
務
局

〒
…
∴
相
関
高
捕
多
直
下
川
船
町

ニ
ー
五
　
関
銭
博
多
ビ
ル
内

T
E
L
…
・
細
・
3
0
6
7

郵
便
で
申
込
別
紙
を
調
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
中
級
ま
た
は
初

級
申
込
用
紙
翻
求
」
と
朱
許
し
、
2
0

円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
（
郵
便
番

昌
も
証
人
の
こ
と
）
明
記
の
返
信
用

封
餅
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

防
衛
庁
職
員

採
用
初
級
試
験

旧
軍
人
、
軍
属
、
戦
傷
病
者
等
の
援

護
業
務
の
異
動
相
談
が
左
記
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ます。

紀

福
岡
県
職
員
採
用
（
申
・

初
級
）
試
験
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
日
（
金
）

年
前
十
時
－
六
十
後
四
時

東
関
前
校
峻
厳
教
室

1
　
受
付
期
間

9
月
2
日
か
ら
9
月
銃
口
ま
で

2
　
試
験
の
区
分

行
政
部
務
・
学
校
郭
務
・
欝
紫
郎
務

交
通
巡
現
員
・
保
母
・
栄
義
士
・
L

禍
悩
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
耀

〒
…
∴
柄
欄
高
中
央
医
大
手
回
一
十

日
5
番
l
記
号

T

E

L

…

・

周

・

6

1

3

1

寄
　
付
　
御
　
礼

次
の
万
か
ら
町
社
会
補
袖
協
議
会
に

御
諾
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

香

典

返

し

と

し

て

敬
　
川
申
善
作
殿

老
∴
良
∴
田
中
一
定
∴
殿

故
　
松
本
健
吾
殿

浅
　
木
　
松
本
幸
枝
　
頼

政
　
矢
野
初
美
殿

曲
　
沌
　
矢
野
速
雑
　
駁

故
∴
石
松
亜
俊
殿

上
別
府
　
石
松
公
士
　
殿

故
　
石
田
ス
テ
殿

有
用
敢
敏
∴
椴


